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一
九
九
二
年
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）

の
提
唱
の
下
、
メ
コ
ン
地
域
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ

オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
五
カ

国
と
中
国
の
雲
南
省
は
大
メ
コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協

力
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
の
後
一
○
○
以
上
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
著
し
い
成

果
を
上
げ
、
代
表
的
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
達
成
を
通
じ
て
、
各
国
の
経
済
と
社
会
の

発
展
を
促
進
し
た
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
は
多
大
な

成
果
を
上
げ
た
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
系
統
的
な

成
功
手
法
と
経
験
を
生
み
出
し
た
。
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済

協
力
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
数
多
く
の

地
域
協
力
機
構
の
な
か
で
も
、
参
加
国
が
多
く
、

協
力
分
野
も
幅
広
く
、
最
も
成
功
し
た
例
の
一
つ

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

●
中
国
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
参
加
主
体
と
し
て
の

雲
南

雲
南
省
は
中
国
の
西
部
大
開
発
戦
略
実
施
に
お

け
る
重
要
な
省
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
政

府
が
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
に
参
加
す
る
権
利
を
与
え

た
主
体
で
あ
り
、
多
く
の
分
野
の
地
域
協
力
に
参

加
し
て
い
る
。

雲
南
省
は
中
国
西
南
の
国
境
地
区
に
位
置
し
、

面
積
は
三
九
・
四
万
平
方
キ
ロ
、
人
口
は
約
四
三

○
○
万
人
（
二
○
○
三
年
）
で
あ
る
。
雲
南
省
西

部
と
西
南
部
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
三
カ
国
と
隣
接
し
、
陸

地
の
国
境
線
は
四
○
六
○
キ
ロ
に
達
す
る
。
東
部

は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
と
貴
州
省
、
北
部
は
四

川
省
と
重
慶
市
、
西
北
は
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
隣

接
し
て
い
る
。
雲
南
は
東
南
ア
ジ
ア
に
面
し
、
中

国
大
陸
の
内
地
を
背
に
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
と
ア

ジ
ア
の
内
陸
と
を
結
ぶ
要
衝
で
あ
り
、
そ
の
戦
略

的
地
位
は
重
要
で
あ
る
。

雲
南
省
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
へ
の
参
加
は
、
そ

の
地
理
的
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
メ
コ
ン

川
は
中
国
の
国
境
内
で
は
瀾
滄
江
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
源
は
中
国
の
青
海
省
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ

ト
自
治
区
の
昌
都
地
区
と
雲
南
省
の
西
北
・
西
南

地
区
を
通
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
流
れ
込
み
、
ベ
ト

ナ
ム
の
南
部
か
ら
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
。
瀾
滄

江
│
メ
コ
ン
川
の
全
長
は
四
九
○
九
キ
ロ
で
あ
り
、

中
国
国
境
内
の
長
さ
は
二
一
六
二
キ
ロ
で
、
そ
の

う
ち
雲
南
省
内
が
一
二
四
七
キ
ロ
で
あ
る
。
流
域

面
積
は
八
・
八
七
万
平
方
キ
ロ
で
、
雲
南
省
の
総

面
積
の
二
三
％
を
占
め
る
。
雲
南
省
は
メ
コ
ン
川

の
上
流
に
位
置
す
る
た
め
、
同
省
が
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済

協
力
に
参
加
す
る
の
は
自
然
な
道
理
で
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
は
一
九
九
二
年
に
Ｇ

Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
を
発
起
す
る
際
に
、
雲
南
省
を
中

国
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
に
お
け
る
主
体
と
定
め
た

の
で
あ
っ
た
。

雲
南
省
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
へ
の
参
加
は
、
雲

南
省
自
身
の
事
情
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
こ
と
で
も

あ
っ
た
。
一
九
七
○
年
代
末
、
中
国
は
画
期
的
な

改
革
開
放
の
過
程
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
一
九

七
○
年
代
末
か
ら
一
九
八
○
年
代
末
の
一
○
年
間
、

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
悪
化
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
と
隣
接
す
る
雲
南
省
は
ベ
ト
ナ
ム
と
対
峙
す
る

状
態
と
な
り
、
こ
の
情
況
は
雲
南
省
の
対
外
開
放

の
歩
み
を
中
国
内
地
よ
り
も
大
き
く
遅
ら
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
雲
南
省
内
の
一
二
七
県
の
う
ち
、

実
に
七
二
県
が
貧
困
県
に
属
す
る
。
経
済
と
文
化

の
立
ち
遅
れ
は
雲
南
省
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
た
。

一
九
九
一
年
に
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
正
常

化
が
実
現
し
、
こ
れ
が
雲
南
省
と
隣
国
と
の
開
発

の
展
開
に
良
好
な
条
件
を
作
り
出
し
た
。
雲
南
省

は
こ
の
有
利
な
機
会
を
利
用
し
、
雲
南
の
対
外
開

放
、
と
り
わ
け
隣
接
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対

中
国̶

雲
南
省
と
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
お
け
る
メ
コ
ン
地
域
開
発
へ
の
関
与
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す
る
開
放
を
促
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
た
。
開
放
の
拡
大
を
通
じ
て
、
雲
南
省
の

対
外
開
放
に
お
け
る
立
ち
遅
れ
た
情
況
は
改
善
さ

れ
、
雲
南
の
経
済
と
社
会
の
全
面
的
発
展
が
促
進

さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
、
雲
南
省
政
府
は
「
打
開

南
門
、
走
向
亜
太
」（
南
の
門
を
開
き
、
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
へ
向
か
う
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提

起
し
、
周
辺
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
・
貿

易
協
力
を
強
化
す
る
対
外
開
放
戦
略
を
決
定
し
た
。

同
年
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
が
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
を
発
起
し
た

後
、
雲
南
省
は
こ
れ
を
契
機
と
し
て
協
力
に
参
加

し
、
ま
た
一
九
九
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
さ

れ
た
第
一
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
会
議
に
お
い
て
率

先
し
て
雲
南
省
と
メ
コ
ン
地
域
諸
国
と
の
協
力
の

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
出
し
た
。
雲
南
省

の
先
進
的
な
構
想
と
具
体
的
な
計
画
は
域
内
の
そ

の
他
の
国
々
の
十
分
な
評
価
を
受
け
、
そ
の
後
そ

の
他
の
国
々
に
よ
る
経
済
協
力
提
案
の
モ
デ
ル
を

提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

●
雲
南
省
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
参
加
の
成
果

Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
は
交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通

信
、
貿
易
、
投
資
、
観
光
、
環
境
、
人
的
資
源
、

麻
薬
禁
止
な
ど
の
分
野
に
お
よ
ぶ
。
雲
南
省
は
こ

れ
ら
す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る
協
力
に
参
加
し
た
。

Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
に
お
け
る
多
く
の
優
先
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
雲
南
省
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

基
礎
的
な
施
設
建
設
に
つ
い
て
言
え
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｂ

が
決
定
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
開
発
の
優
先
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
中
、
雲
南
に
関
係
す
る
も
の
は
以
下
の
九

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
上
る
。
昆
明
│
ラ
シ
ョ
ー
（
ミ

ャ
ン
マ
ー
）
高
等
級
道
路
（
高
速
道
路
よ
り
等
級

の
低
い
幹
線
道
路
）
と
昆
明
│
バ
ン
コ
ク
高
等
級

道
路
の
建
設
、
雲
南
│
ミ
ャ
ン
マ
ー
鉄
道
と
雲
南

│
タ
イ
鉄
道
の
建
設
、
昆
明
│
ハ
ノ
イ
鉄
道
の
改

善
、
瀾
滄
江
│
メ
コ
ン
河
の
浚
渫
と
通
航
、
元
江

│
紅
河
の
浚
渫
と
通
航
、
昆
明
国
際
空
港
と
シ
ー

サ
ン
パ
ン
ナ
国
際
空
港
の
改
造
、
景
洪
発
電
所
の

建
設
（
完
成
後
、
タ
イ
に
送
電
）。
一
九
九
八
年
、

Ａ
Ｄ
Ｂ
は
さ
ら
に
南
北
経
済
回
廊
、
東
西
経
済
回

廊
、
南
部
経
済
回
廊
の
建
設
を
決
定
し
た
。
そ
の

う
ち
南
北
経
済
回
廊
の
起
点
は
ま
さ
に
雲
南
省
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
施
設
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
メ
コ
ン
地
域
協
力
の
全
体
的
な
推
進
と

協
力
目
標
の
実
現
に
関
係
す
る
た
め
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
は

雲
南
省
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
経
済
協
力
に
お
け
る
役
割
を
十

分
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

雲
南
省
は
真
剣
に
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し

た
。
昆
明
│
ミ
ャ
ン
マ
ー
道
路
建
設
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
二
○
○
五
年
末
ま
で
に
雲
南

省
の
区
間
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
高
速
道
路
あ
る

い
は
高
等
級
道
路
が
完
成
し
た
。
昆
明
│
バ
ン
コ

ク
道
路
建
設
に
お
い
て
は
、
雲
南
省
の
区
間
は
す

で
に
基
本
的
に
自
動
車
専
用
化
を
実
現
し
た
。
ま

た
雲
南
省
は
昆
明
│
バ
ン
コ
ク
道
路
建
設
に
お
け

る
ラ
オ
ス
区
間
八
○
キ
ロ
あ
ま
り
の
建
設
を
援
助

し
、
す
で
に
二
○
○
六
年
四
月
に
竣
工
し
て
い
る
。

貿
易
と
投
資
の
領
域
に
お
い
て
は
、
二
○
○
四

年
、
雲
南
省
と
メ
コ
ン
地
域
五
カ
国
と
の
輸
出
入

貿
易
総
額
は
す
で
に
一
○
億
五
四
○
○
万
米
ド
ル

（
以
下
、
ド
ル
と
略
記
）
に
達
し
、
前
年
比
で
二

八
・
一
％
増
加
し
て
い
る
。
対
外
経
済
技
術
協
力

の
領
域
で
も
新
た
な
進
展
が
あ
り
、
二
○
○
四
年

末
ま
で
に
、
雲
南
省
の
メ
コ
ン
地
域
五
カ
国
に
お

け
る
工
業
、
農
業
、
製
造
業
、
紡
織
業
、
鉱
業
開

発
、
交
通
運
輸
業
な
ど
の
領
域
で
の
投
資
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
八
七
に
達
し
、
対
外
投
資
金
額
の
累
計

は
一
・
一
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。

農
業
開
発
協
力
の
領
域
で
は
、
雲
南
省
は
、
ベ

ト
ナ
ム
へ
小
麦
と
ビ
ー
ル
用
大
麦
の
栽
培
モ
デ
ル

・
テ
ス
ト
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
ヤ
ン
ゴ
ン
野
菜
草
花

育
成
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ラ
オ
ス
へ
チ
ャ
ン
パ
ー

サ
ッ
ク
県
農
業
標
準
化
模
範
園
建
設
等
の
農
業
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
へ
は

「
毒
素
の
芽
が
出
に
く
い
品
種
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」

と
そ
の
生
産
技
術
を
輸
出
し
、
種
芋
の
輸
出
は
毎

年
数
百
ト
ン
、
栽
培
面
積
は
数
万
ム
ー
（
中
国
の

面
積
単
位
で
原
語
は
「
畝
」。
一
ム
ー
＝
約
六
・

六
六
七
ア
ー
ル
│
訳
者
注
）
に
達
し
、
平
均
し
て

二
○
％
増
産
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
農
村
開
発

省
は
こ
れ
を
国
家
級
の
農
業
技
術
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
組
み
入
れ
て
い
る
。 

人
的
資
源
開
発
協
力
に
お
い
て
は
、
雲
南
省
は

「
中
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
力
基
金
」
を
利
用
し
て

「
プ
ノ
ン
ペ
ン
養
成
訓
練
計
画
」
に
参
加
し
た
。

二
○
○
四
年
に
雲
南
省
が
育
成
し
た
メ
コ
ン
地
域

諸
国
の
中
・
高
級
政
府
人
員
と
科
学
技
術
人
員
は

延
べ
三
○
○
人
あ
ま
り
に
達
す
る
。
雲
南
省
は
ま

た
、
一
二
回
に
分
け
て
延
べ
六
五
人
を
タ
イ
に
派

遣
し
て
メ
コ
ン
研
修
所
の
短
期
養
成
に
参
加
し
た
。

さ
ら
に
、
メ
コ
ン
地
域
諸
国
と
の
合
意
に
も
と
づ

き
、
昆
明
で
養
成
訓
練
ク
ラ
ス
を
開
き
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
麻
薬
取
引
取
締
り
人
員
と
メ
コ
ン
地
域
諸
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国
の
税
関
職
員
を
養
成
し
た
。
二
○
○
四
年
か
ら
、

雲
南
省
政
府
は
毎
年
一
八
○
万
元
を
支
出
し
て
奨

学
金
と
し
、
雲
南
省
の
教
育
機
関
に
来
て
学
習
・

研
究
す
る
メ
コ
ン
地
域
諸
国
の
学
生
、
教
師
、
研

究
員
へ
提
供
し
て
い
る
。

麻
薬
禁
止
の
領
域
で
は
、
雲
南
省
は
一
九
九
○

年
以
来
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ラ
オ
ス
に
約
三
億
元
を

投
入
し
て
麻
薬
と
の
代
替
作
物
栽
培
を
展
開
し
、

水
稲
、
ゴ
ム
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
茶
葉
、
コ
ー
ヒ
ー
、

ス
イ
カ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
な
ど
の
食
糧
と
経
済

作
物
を
一
五
○
○
平
方
キ
ロ
植
え
、
明
確
な
効
果

を
あ
げ
、
麻
薬
栽
培
の
蔓
延
を
押
さ
え
、
当
地
の

経
済
・
社
会
の
進
歩
を
促
進
し
、
国
連
薬
物
犯
罪

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。

雲
南
省
の
代
表
は
一
九
九
二
年
以
来
、
中
国
政

府
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
れ
ま
で
毎
回
閣

僚
会
議
に
参
加
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年
と
二
○

○
三
年
に
は
、
雲
南
省
が
閣
僚
会
議
を
主
催
し
た
。

特
に
二
○
○
五
年
の
第
二
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
首
脳
会
議
は

雲
南
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
雲
南
省
の
Ｇ
Ｍ

Ｓ
経
済
協
力
に
お
け
る
地
位
と
役
割
の
大
き
さ
は

突
出
し
て
き
て
い
る
と
言
え
る
。

●
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
経
済
の
迅
速

な
発
展

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
（
以
下
、「
広
西
」
と

略
記
）
は
中
国
の
沿
海
地
区
の
西
南
部
に
位
置
す

る
。
南
は
北
部
湾
（
日
本
で
は
ト
ン
キ
ン
湾
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
い
│
訳
者
注
）、
東
は
広
東
省
、

東
北
は
湖
南
省
、
西
北
は
貴
州
省
、
西
は
雲
南
省
、

西
南
は
ベ
ト
ナ
ム
と
接
し
、
国
境
に
面
す
る
省
・

区
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
広
西
の
面
積
は
二
三

・
六
七
万
平
方
キ
ロ
で
、
全
国
土
地
総
面
積
の
二

・
四
六
％
を
占
め
、
区
全
体
の
人
口
は
四
八
八
九

万
人
で
あ
る
（
二
○
○
四
年
末
）。
広
西
は
チ
ワ

ン
族
を
主
体
と
す
る
少
数
民
族
自
治
区
で
、
全
国

で
少
数
民
族
の
人
口
が
最
も
多
い
省
・
区
で
も
あ

る
。中

国
が
改
革
開
放
政
策
を
実
行
し
て
以
来
、
か

つ
て
貧
し
く
未
発
達
で
あ
っ
た
広
西
に
は
巨
大
な

変
化
が
生
じ
た
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
以
来
、
広

西
は
経
済
の
急
速
か
つ
健
全
な
発
展
と
い
う
良
好

な
形
勢
を
一
貫
し
て
保
っ
て
お
り
、
経
済
成
長
は

さ
ら
に
加
速
し
、
総
合
的
な
経
済
力
は
さ
ら
に
増

強
さ
れ
、
各
社
会
事
業
は
発
展
し
、
都
市
・
農
村

居
住
者
の
生
活
レ
ベ
ル
は
よ
り
一
層
高
ま
っ
た
。

統
計
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
一
年
か
ら
二
○
○
四
年

ま
で
の
広
西
の
域
内
総
生
産
額
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
年

平
均
成
長
率
は
一
○
・
二
％
に
達
し
、
こ
れ
は
中

国
全
体
の
成
長
率
よ
り
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

二
○
○
五
年
の
広
西
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
す
で
に
四
○
○

○
億
元
を
突
破
し
、
四
○
六
三
・
三
○
億
元
に
達

し
て
い
る
。
不
変
価
格
に
も
と
づ
い
て
計
算
す
る

と
、
前
年
よ
り
一
二
・
七
％
増
加
し
て
お
り
、
増

加
幅
は
一
九
九
五
年
以
来
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

人
民
元
と
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
計

算
す
る
と
、
二
○
○
五
年
の
広
西
の
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
○
五
八
ド
ル
に
達
し
、
一
人
当
た
り

の
財
政
収
入
は
一
○
○
○
元
を
超
え
る
。
こ
れ
は

広
西
の
発
展
の
歴
史
に
お
け
る
輝
か
し
い
記
録
で

あ
る
。

対
外
貿
易
に
お
い
て
は
、
二
○
○
五
年
の
広
西

の
輸
出
総
額
と
輸
入
総
額
は
と
も
に
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。
統
計
に
よ
る
と
、
年
度
輸
出
入
総
額

は
五
一
・
八
三
億
ド
ル
で
、
二
○
・
九
％
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
輸
出
総
額
は
二
八
・
七
七
億

ド
ル
で
二
○
・
一
％
増
加
、
輸
入
総
額
は
二
三
・

○
五
億
ド
ル
で
二
一
・
八
％
増
加
し
た
。
輸
出
先

で
は
、
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
一
七
・
三
三
億
ド
ル

に
達
し
、
一
七
・
二
％
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
へ
の
輸
出
は
八
・
三
一
億

ド
ル
で
、
三
○
・
五
％
増
加
し
て
お
り
、
な
か
で

も
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
輸
出
は
六
・
四
四
億
ド
ル
で
、

四
一
・
七
％
増
加
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
す

で
に
七
年
連
続
で
広
西
の
最
大
の
貿
易
相
手
で
あ

り
、
な
か
で
も
ベ
ト
ナ
ム
は
一
貫
し
て
広
西
に
と

っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。

●
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
参

加広
西
は
メ
コ
ン
川
流
域
の
範
囲
に
属
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
西
南
部
の
海
へ
と
注
ぐ

湾
に
位
置
し
、
メ
コ
ン
地
域
の
域
内
の
国
家
で
あ

る
ベ
ト
ナ
ム
と
隣
接
し
、
ま
た
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
博
覧
会
の
永
久
開
催
地
で
あ
る
た
め
、
二
○
○

五
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
Ｇ
Ｍ
Ｓ
首
脳
会
議
に

お
い
て
、
中
国
政
府
は
広
西
を
雲
南
省
に
次
ぐ
中

国
第
二
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
参
加
省
・
区
と
し
た
。

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
開

放
に
お
い
て
多
く
の
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
。
第

一
に
、
広
西
は
北
部
湾
に
面
し
、
そ
の
海
域
面
積

は
一
二
・
九
三
平
方
キ
ロ
で
あ
り
、
海
岸
線
は
一

五
九
五
キ
ロ
に
達
す
る
。
中
国
西
部
地
区
で
唯
一
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海
へ
と
繋
が
る
道
を
有
し
、
西
南
地
区
で
唯
一
海

か
ら
も
陸
か
ら
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
往
来
で
き

る
省
・
区
で
も
あ
る
。
広
西
の
防
城
港
は
中
国
大

陸
西
南
地
区
の
出
口
と
な
る
水
深
の
あ
る
良
港
で

あ
り
、
西
南
地
区
の
経
済
発
展
に
対
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
。
第
二
に
、
広
西
は
中
国
政
府
に

よ
り
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
博
覧
会
の
永
久
開
催
地

と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
博
覧
会
は
多
く

の
国
の
政
府
が
参
加
し
長
期
的
に
中
国
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
中
国
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
貿
易
と
投
資
に
お
け
る
橋
渡
し
を

す
る
活
気
あ
る
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。
第
三
に
、
広
西
は
沿
海
地
区
に
属
す
る

ば
か
り
で
な
く
国
境
地
区
に
も
属
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
広
西
は
沿
海
開
放
と
国
境
地
区
と
し

て
の
優
遇
政
策
を
受
け
て
い
る
。
第
四
に
、
広
西

に
は
そ
の
他
の
省
・
直
轄
市
に
は
な
い
民
族
区
域

自
治
政
策
が
あ
る
。
広
西
は
中
国
の
五
大
民
族
自

治
区
の
一
つ
で
あ
り
、
西
部
大
開
発
で
中
国
政
府

か
ら
優
遇
政
策
と
重
点
的
な
支
援
を
受
け
て
い
る
。

第
五
に
、
近
年
、
広
西
は
中
央
政
府
の
支
援
の
下

で
基
礎
施
設
の
建
設
を
推
進
し
て
お
り
、
す
で
に

南
寧
か
ら
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
で
あ
る
友
誼

関
に
通
じ
る
高
速
道
路
を
建
設
し
た
。
現
在
は
沿

海
高
等
級
道
路
を
建
設
し
て
お
り
、
中
国
の
広
東

省
、
海
南
省
、
広
西
、
香
港
、
マ
カ
オ
と
ベ
ト
ナ

ム
の
ク
ア
ン
ニ
ン
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
な
ど
の
沿
海
地

区
を
結
び
つ
け
、
環
北
部
湾
経
済
圏
の
主
要
な
通

路
と
な
っ
て
い
る
。
広
西
と
ベ
ト
ナ
ム
は
関
係
方

面
に
お
い
て
す
で
に
合
意
に
達
し
て
お
り
、
中
国

│
ベ
ト
ナ
ム
国
境
の
川
で
あ
る
北
侖
河
に
両
国
を

ま
た
ぐ
二
番
目
の
大
橋
を
共
同
で
建
設
し
、
南
寧

│
ハ
ノ
イ
、
南
寧
│
ハ
ノ
イ
│
ハ
イ
フ
ォ
ン
と
い

う
二
本
の
旅
客
・
貨
物
運
輸
路
線
を
で
き
る
だ
け

早
く
開
通
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

広
西
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
加
盟
と
と
も
に
、
広
西
と
メ
コ

ン
川
流
域
諸
国
、
お
よ
び
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
交
流
は
よ
り
一
層
増
加
し
て
い
る
。

●
雲
南
と
広
西
の
共
同
発
展

広
西
の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
加
盟
が
雲
南
省
へ
の
挑
戦
か
と

い
う
と
、
答
え
は
否
で
あ
る
。
ま
ず
、
雲
南
に
し

て
も
広
西
に
し
て
も
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
へ
の
参
加
は
中
央

政
府
の
統
一
部
署
の
下
で
行
わ
れ
た
。
雲
南
省
が

Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
お
い
て
提
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま

た
中
央
政
府
の
同
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、

Ｇ
Ｍ
Ｓ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紐
帯
と
す
る
協
力
で

あ
っ
て
、
開
発
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
目
標
に
符
合
し
さ
え

す
れ
ば
、
す
べ
て
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
提

出
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ち
ら
が
勝
っ

て
ど
ち
ら
が
負
け
る
と
い
っ
た
競
争
は
存
在
し
な

い
。
第
三
に
、
広
西
が
Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
加
盟
し
た
と
い

っ
て
も
、
そ
の
重
点
は
雲
南
省
と
は
異
な
る
。
雲

南
省
は
メ
コ
ン
地
域
に
属
し
、
ま
た
メ
コ
ン
川
流

域
諸
国
と
隣
接
し
、
そ
の
協
力
の
重
点
は
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
の
内
陸
に
置
か
れ
て
い
る
。
広
西
は
雲

南
省
や
西
南
地
区
の
そ
の
他
の
地
区
に
は
な
い
沿

海
の
優
位
が
あ
り
、
広
西
が
よ
り
考
慮
し
て
い
る

の
は
沿
海
の
優
位
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最

近
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
政
府
指
導
者
は

「
環
北
部
湾
経
済
圏
」
を
構
築
す
る
戦
略
構
想
を

提
起
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
広
西
の
沿
海
の
優
位

性
を
十
分
に
利
用
し
て
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
開

放
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
大
メ
コ
ン
圏

開
発
へ
の
加
盟
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

構
想
に
よ
れ
ば
、「
環
北
部
湾
経
済
圏
」
は
中
国

沿
海
の
広
東
・
広
西
・
海
南
の
三
つ
の
省
・
区
と

ベ
ト
ナ
ム
の
一
部
の
省
を
含
ん
で
お
り
、
南
シ
ナ

海
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
な
ど
の
国
を
も

含
ん
で
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
沿
海
に
立
脚
し
て

中
国
大
陸
と
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
と
の
橋
渡
し
を
し
、

東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
諸
国
を
繋
ぎ
、
さ
ら
に
大
き

な
範
囲
の
協
力
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
○

○
六
年
七
月
二
○
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
、
広

西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
政
府
と
中
国
国
務
院
西
部
開

発
指
導
弁
公
室
は
「
環
北
部
湾
経
済
合
作
セ
ミ
ナ

ー
」
を
協
力
し
て
主
催
し
、
広
西
政
府
の
指
導
者

は
こ
の
構
想
に
対
し
て
さ
ら
に
詳
細
な
説
明
を
行

っ
た
。
も
し
こ
の
構
想
が
実
行
に
移
さ
れ
た
ら
、

広
西
は
ま
っ
た
く
新
し
い
対
外
開
放
の
局
面
を
形

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
目
標
が
異
な
れ
ば
重
点
も

異
な
る
た
め
、
広
西
が
Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
加
盟
し
た
こ
と

で
、
広
西
と
雲
南
が
競
合
相
手
と
な
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。
む
し
ろ
、
両
省
・
区
は
各
自
の
優
位

性
を
十
分
に
利
用
し
て
、
異
な
る
角
度
か
ら
開
放

を
拡
大
し
、
各
自
で
決
め
た
目
標
を
実
現
し
、
共

同
で
各
省
・
区
の
経
済
・
社
会
の
発
展
を
促
進
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
民
に
幸
福
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
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